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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

〈
出
題
〉
九
段

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉
銀
が
働
く
形
に

す
る
。

（
10
分
で
二
段
）

持
駒
　
金
銀

儲
け
の
た
め

な
ら
何
で
も

や
る
腐
っ
た

企
業
体
質
、

形
だ
け
の
チ

ェ
ッ
ク
で
責

任
を
放
棄
す
る
行
政
と
い
う

構
図
が
、
汚
染
米
不
正
転
売

事
件
で
再
び
浮
き
彫
り
に
▼

同
時
に
、「
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
証
券
市
場
で
取
引
す
る
」

と
い
う
経
済
の
証
券
化
、
金

融
肥
大
化
に
暴
走
し
た
米
国

型
金
融
シ
ス
テ
ム
の
正
体
を

わ
か
り
や
す
く
解
い
た
▼
投

資
銀
行
と
呼
ば
れ
る
米
大
手

証
券
会
社
も
、
三
笠
フ
ー
ズ

と
変
ら
な
い
。
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
を
証
券
化
し
、
他

の
も
の
と
混
ぜ
た
「
詐
欺
商

品
」
を
世
界
に
ば
ら
ま
き
、

莫
大
な
手
数
料
を
手
に
し
た

▼
投
機
マ
ネ
ー
を
擁
護
し
た

米
国
は
投
機
マ
ネ
ー
に
強
烈

な
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
た
。

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
を
国

策
と
し
て
煽
り
、
ど
す
黒
い

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
国
民
を
巻

き
込
む
動
き
に
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

事務処理の切り分け見直す

青
年
も
高
齢
者
も
、
漁
民
・
農
民
も
立
ち
上
が
っ
て
い
る

時
短
や
非
常
勤
職
員
の
処
遇

改
善
な
ど
当
面
す
る
要
求
と

結
合
し
、
総
決
起
し
て
い
こ

う
」
―
―
08
年
秋
年
闘
争
第

一
次
中
央
行
動（
９
月
19
日
）

は
、
こ
の
呼
び
か
け
に
こ
た

え
、総
務
省
前
昼
休
み
集
会
、

各
府
省
前
要
求
行
動
、
決
起

集
会
、
都
内
デ
モ
行
進
を
展

開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
６
月
時
点
で

見
直
し
た
「
対
象
事
務
の
切

り
分
け
」（
右
下
図
）
が
示

さ
れ
、
こ
こ
で
は
、
①
法
令

面
か
ら
課
税
部
門
で
な
け
れ

ば
処
理
で
き
な
い
事
務
は
当

押
し
つ
け
に
固
執
、
ま
っ
た
く
見
直
さ
ず

「
全
税
目
フ
リ
ー
分
担
制

に
よ
る
事
務
処
理
」
を
基
本

と
す
る
内
部
事
務
一
元
化

は
、
局
幹
部
で
さ
え
「
５
年
、

10
年
か
か
っ
て
も
上
手
く
い

か
な
い
の
で
は
…
」
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

初
よ
り
除
外
、
②
一

元
化
対
象
事
務
と
す

る
こ
と
で
か
え
っ
て

非
効
率
と
な
る
事
務

を
除
外
し
た
、
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

問
題
の
相
談
事
務

は
見
直
し
は
全
く
な

く
、
全
国
統
一
的
な

対
応
を
行
う
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
示
し
た
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
、
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
ア

「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
ー
で
青

年
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
で
高

齢
者
が
、
燃
油

高
騰
で
漁
民
・

農
民
が
危
機
突

破
の
た
め
立
ち

上
が
っ
て
い

る
。
公
務
員
も

生
活
改
善
、
政
治
転
換
勝
ち
取
る

社
保
庁
に
対
し
、
職
員
の

「
分
限
解
雇
」
反
対
、
国
民

本
位
の
年
金
制
度
拡
充
を
、

厚
労
省
に
対
し
、
労
働
者
派

遣
法
の
抜
本
的
改
正
な
ど
働

く
ル
ー
ル
の
確
立
を
要
求
し

ま
し
た
。

ま
た
、
無
責
任
な
政
権
投

げ
す
て
の
福
田
内
閣
を
糾
弾

す
る
と
と
も
に
、
貧
困
と
格

差
拡
大
、
改
憲
の
政
治
を
転

換
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

し
、
政
治
の
民
主
的
転
換
を

掲
げ
奮
闘
す
る
決
意
を
固
め

あ
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
一
元
化
の

全
署
実
施
に
向
け
た
全
国
統

一
研
修
（
導
入
研
修
）
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

局
主
催
の
管
理
者
研
修
で

は
、
庁
徴
収
部
管
理
課
が
作

成
し
た
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

資
料
」
も
使
い
、
内
部
事
務

を
一
つ
の
部
署
で
一
体
的
に

処
理
す
る
こ
と
で
、「
事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
可

能
」「
納
税
者
利
便
性
も
向

上
」
と
繰
り
返
し
、「
未
経

験
事
務
に
従
事
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

に
よ
り
そ
の
事
務
を
習
得
し

て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
一
元
化
の
対

象
と
な
る
主
な
事
務
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。（
左
図
）

食の安全を守れ

９
月
19
日
、
農
水
省
に
対

し
汚
染
米
問
題
で
緊
急
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
午
前

中
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応
責

任
を
と
っ
て
太
田
農
水
相
が

辞
任
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も

飛
び
込
む
中
、同
省
前
に
は
、

農
民
、
業
者
、
新
婦
人
の
会

員
、
国
公
労
連
等
の
労
働
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

要
請
の
中
で
、
あ
る
コ
メ

卸
業
者
は
、「
わ
れ
わ
れ
は

『
事
故
米
が
混
ざ
っ
て
な
い

証
明
書
を
つ
け

ろ
』
と
取
引
先
か

ら
い
わ
れ
る
。
早

急
に
全
容
を
解
明

せ
よ
」
と
迫
り
ま

し
た
。

参
加
者
は
「
事

件
の
徹
底
究
明
、

被
害
補
償
を
は
じ

め
安
全
・
安
心
の

た
め
力
を
合
わ
せ

よ
う
」
の
訴
え
に

応
え
、
食
の
安
全

を
守
る
決
意
を
固

め
あ
い
ま
し
た
。

ク
セ
ス
数
上
位
２
０
０
項
目

を
税
目
別
に
ま
と
め
た
も
の

で
、こ
の
範
囲
で
対
応
せ
よ
、

と
い
う
も
の
で
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

21
年
７
月
か
ら
一
年
か

け
、
ス
テ
ッ
プ
２
に
到
達
す

る
よ
う
求
め
、
確
申
期
に
は

未
経
験
事
務
に
従
事
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
班
・
グ
ル
ー
プ

内
で
主
な
未
経
験
の
事
務
処

理
を
習
得
す
る
３
、
グ
ル
ー

プ
内
事
務
処
理
を
習
得
す
る

４
、
そ
し
て
、
部
門
全
体
で

フ
リ
ー
分
担
に
よ
り
事
務
処

理
を
始
め
る
５
へ
移
行
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
つ
ま
で
に
ス
テ
ッ
プ
３
〜

５
に
到
達
す
る
か
は
明
ら
か

に
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
元
化
担
当
部
門
に
は
膨

大
な
事
務
量
が
押
し
付
け
ら

れ
る
こ
と
は
必
至
で
、
未
経

験
の
事
務
を
教
え
、
大
勢
の

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
含
め
た

仕
事
の
段
取
り
を
す
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
人
員
が
減
ら
さ
れ

る
課
税
内
部
に
と
っ
て
も
問

題
は
深
刻
で
す
。
日
中
、
納

税
者
対
応
に
追
わ
れ
、
慢
性

的
超
勤
で
な
ん
と
か
処
理
し

て
い
る
現
状
が
改
善
さ
れ
る

保
証
は
ま
っ
た
く
な
く
、
さ

ら
に
労
働
条
件
は
悪
化
し
か

ね
ま
せ
ん
。

「全税目フリー分担制」の到達時期明示なし

内部事務

一 元 化

窓 口

相 談

秋年闘争
スタート

農林水産省は、汚染米不正
転売事件の全容を解明せよ！

一
元
化
担
当
も
課
税

内
部
も
不
安
だ
ら
け

２
０
０
項
目
の

相
談
に
対
応
せ
よ

管
理
者
対
象
に
し
た

「
導
入
研
修
」
始
ま
る

発
送
不
要
分
ハ
ガ
キ
の
抜
き
取
り
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〈
解
答
〉

〈
解
説
〉

【
関
信
・
新
潟
県
支
部
】

一
昨
年
９
月
、「
局
幹

部
で
私
的
な
海
外
旅
行
で

利
害
関
係
者
か
ら
役
務
の

提
供
や
飲
食
を
受
け
た
」

と
し
て
局
は
、
懲
戒
処
分

を
発
表
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
不
祥
事
に
つ
い
て
当

局
は
、
人
事
院
の
「
懲
戒

処
分
の
公
表
指
針
」
を
盾

に
全
容
を
明
ら
か
に
し
な

か
っ
た
。

処
分
発
表
直
後
、
不
自

然
な
時
期
に
総
務
課
付
・

前
徴
収
部
長
が
辞
職
を
し

た
。
明
ら
か
に
そ
の
当
事

者
で
あ
る
。

「
私
的
な
海
外
旅
行
」

は
部
門
旅
行
だ
っ
た
と
の

情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
。
同

伴
者
が
い
た
は
ず
。
一
昨

年
の
定
期
異
動
を
見
る
と

前
徴
収
部
長
と
同
じ
部
署

に
い
た
２
人
が
左
遷
さ
れ

て
い
る
。
今
年
の
異
動
で

そ
の
同
伴
者
は
、
指
定
官

職
に
発
令
さ
れ
た
。

当
時
の
職
場
の
声
は
▼

こ
ん
な
処
分
で
職
員
に
示

し
が
つ
く
の
か
。
幹
部
に

は
何
時
も
処
分
が
軽
い
。

そ
し
て
今
回
、
▼
２
年

で
復
権
あ
り
で
す
か
。
そ

れ
も
指
定
官
職
で
す
よ
。

▼
55
歳
以
上
は
切
り
捨

て
、
片
や
処
分
さ
れ
て
も

関
係
な
い
人
事
。
真
面
目

に
や
っ
て
き
て
も
６
級
ポ

ス
ト
に
も
つ
け
な
い
▼
２

年
も
す
れ
ば
誰
も
知
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
な
ら
モ

評
し
ま
し
た
。
ナ
ン
バ
ー

統
括
官
の
ま
ま
の
た
ら
い

回
し
に
「
や
け
酒
を
呑
ん

だ
」
と
怒
り
の
声
が
上
が

り
、
地
方
署
で
は
単
身
３

年
目
、
４
年
目
に
「
が
っ

く
り
」
す
る
管
理
職
。
在

札
の
特
官
ポ
ス
ト
に
空
き

が
な
く
、
単
身
解
消
を
す

る
に
も
地
方
署
か
ら
在
札

署
へ
入
る
ポ
ス
ト
が
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
人
事
評
価
制
度
も
統

括
官
ク
ラ
ス
の
管
理
職
の

心
理
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
統
括
官
は
い
や
だ
」
と

言
う
声
が
公
然
と
上
が
っ

て
い
ま
す
。

「
特
昇
し
て
も
給
料
は

増
え
な
い
。
お
ま
け
に
単

身
。
広
域
で
調
査
に
走
り

回
り
…
も
う
い
い
」
と
閉

塞
感
が
職
場
に
広
が
る
の

は
当
然
の
帰
結
で
す
。

第
一
線
で
長
年
職
務
に

精
勤
し
た
管
理
職
層
に

「
も
う
い
い
」
と
言
わ
せ

る
人
事
は
失
敗
で
す
。

【
東
海
・
熱
田
分
会
】

・
一
部
試
行
の
該
当
署
な

の
で
既
に
人
事
評
価
の
リ

ハ
ー
サ
ル
を
経
験
し
た
け

れ
ど
、
副
署
長
が
「
ど
う

し
て
も
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
う

ま
い
奴
の
人
事
評
価
が
高

く
な
る
」と
言
っ
て
い
た
。

・
黙
々
と
仕
事
を
こ
な
す

人
を
正
し
く
評
価
す
る
、

と
い
う
の
が
管
理
職
の
あ

る
べ
き
姿
だ
。

ラ
ル
も
あ
っ
た
も
の
で
は

な
い
。

【
近
畿
地
連
】

お
前
も
か「
使
い
回
し
」

に
「
使
い
捨
て
」

〈
中
高
年
職
員
〉

【
北
海
道
地
連
】

惨
憺
た
る
あ
り
さ
ま
―

在
札
署
の
あ
る
幹
部
は
今

年
の
人
事
の
結
果
を
こ
う

これも異常なことで
すが、休日出勤した場
合８週間以内に振替休
日を取得することにな
ってますが、平日の異
常な混雑を考え、休む
こともできないケース
が多発し、人事院も
「20週間の範囲」での
振替を認めざるを得な

8月末の国公労連大会で、全厚生労働組合の
杉浦代議員は「安心年金つくろう会の運動を全
国に広げ、職員のいのちと雇用を守るために全
力をあげる」と発言――その中ですさまじい職
場実態を告発しました。
同じ公務の職場で働く仲間として、けして他

人事ではなく、連帯しともにたたかう気持ちも
込めて、その要旨を紹介します。

いま、職場では、記録整備に向けて全力をあ
げています。平日は勤務時間を19時まで延長し、
土日も開庁して相談に当たっています。しかし、
体制が全く不十分なために、ただ働き残業がま
ん延し、健康破壊は深刻です。
人事院が４月に発表した、「平成18年度の長期病休者実

態調査」では、社会保険庁は、3.5%と公務全体の1.7倍に
もなり、特にメンタル系がその７割を占めるとい
う事態となっています。

い事態にもなっています。
さらに、病気になる前に退職という悪循環に加え、廃止

される組織でもあることから、公務員試験合格者からの採
用希望はないため、民間からの「任期付職員」を募集する
事態となっています。

政府が7月に決定した日本年金機構の「当面の業務運営
に関する基本計画」では、社保庁を解体して民間委託を拡
大すること、職員採用は、民間から1000人も採用する一
方で3000人超の職員を削減すること、機構発足後の「合
理化」を前提に1400人の正規職員を有期雇用化すること、
さらには、過去に懲戒処分歴のある職員は一律不採用とす
ることなどとなっています。特に、懲戒処分歴のある職員
について、処分の内容や程度、理由の如何を問わず一律に
不採用とすることは実質的な二重処分に等しく、公務員の
身分保障や労働法理にも反する違法・不当なものであり断
じて容認できるものではありません。
「国の責任で安心して暮らせる年金制度をつくる連絡会」
を地方段階でも結成できるよう努力するとともに、法的対
抗を検討しながら、不当な攻撃には断固たる措置をとって
いきます。

い
ま

社
保
庁
で
は

せ
る
た
め
、
崩
れ

て
毎
年
若
手
職
員

が
ケ
ガ
を
し
て
い

る
。（
昭
45
年
築

４
階
建
、
職
員
数

１
７
０
名
、
延
床

面
積
２
６
４
２

㎡
）

【
東
京
局
玉
川
署
】

が
溢
れ
、
個
人
情
報
が
記
載

さ
れ
た
書
類
等
を
会
議
室
や

簡
易
な
用
紙
庫
に
置
い
て
あ

別
館
は
あ
る
が
狭
い
。
個

人
課
税
調
査
部
門
だ
け
が
切

り
離
さ
れ
、
別
館
で
執
務
し

て
い
る
。
１
部
門
は
本
館

１
・
２
階
に
分
か
れ
て
い
る

た
め
、
相
互
交
流
が
少
な
く

事
務
運
営
に
も
支
障
を
き
た

し
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
課
税
の
簿
書

は
本
館
１
・
２
階
の
書
庫
及

び
別
館
１
階
２
ヵ
所
に
分
散

さ
れ
て
お
り
、
使
い
勝
手
が

悪
い
。（
昭
47
年
築
で
当
時

の
職
員
98
名
、
現
在
１
１
６

名
、
そ
の
ほ
か
14
名
の
非
常

勤
職
員
が
執
務
中
、
延
床
面

積
１
６
０
３
㎡
）

【
福
岡
局
西
福
岡
署
】

管

理
・
資
産
・
法
人
の
書
庫
は

事
務
室
か
ら
離
れ
た
地
下
室

に
あ
る
。
個
人
課
税
の
書
庫

は
５
ヵ
所
に
分
散
さ
れ
、
３

階
事
務
室
か
ら
地
下
２
ヵ
所

の
書
庫
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
５
ヵ
所
と

も
開
扉
時
の
パ
ス
ワ
ー
ド
や

鍵
も
異
な
り
煩
雑
に
な
っ
て

い
る
。（
昭
42
年
築
、
46
・

55
年
増
築
、
変
則
的
な
地
上

３
階
建
の
た
め
色
分
け
し
た

テ
ー
プ
を
通
路
に
貼
っ
た
案

内
と
な
っ
て
い
る
、
地
下
１

階
は
書
庫
５
、
会
議
室
、
休

養
室
と
し
て
使
用
）

【
大
阪
局
須
磨
署
】

事
務

室
が
狭
く
、
超
過
密
状
態
に

あ
る
。
自
席
か
ら
他
所
へ
の

移
動
も
、
机
と
人
の
間
を
か

き
分
け
て
い
る
。
ま
も
な
く

狭
い
敷
地
上
に
２
階
建
事
務

る
状
況
。

確
申
期
中
は
、
他
事
務
系

統
の
書
庫
を
借
用
し
て
い
る

が
、
毎
日
の
出
し
入
れ
に
そ

れ
ぞ
れ
30
分
以
上
か
か
る
。

６
段
以
上
重
ね
た
コ
ン
テ

ナ
を
階
を
ま
た
い
で
移
動
さ

【
東
京
局
市
川
署
】

と
に

か
く
狭
す
ぎ
る
。
個
人
課
税

の
書
庫
は
通
常
期
で
も
書
類

室
が
増
築
さ
れ
る
が
、
90
人

の
職
員
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て

執
務
で
き
る
庁
舎
の
新
設
が

望
ま
し
か
っ
た
。（
昭
43
年

築
、
53
年
増
築
、
平
20
年
増

築
中
、
増
築
後
の
延
床
面
積

１
８
１
５
㎡
）

＊

＊
　
　
＊

こ
の
ほ
か
、「
分
厚
く
編

て
つ
さ
れ
た
所
得
税
課
税
台

帳
が
ギ
ッ
シ
リ
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
出
し
入
れ
が
大

変
」「
借
用
簿
書
を
保
管
す

る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
四
苦

八
苦
」、
さ
ら
に
「
ト
イ
レ

の
数
が
足
り
な
い
、
臭
い
、

狭
い
、
暗
い
」
状
態
は
各
署

と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
耐
火
性
の
な
い

書
庫
に
簿
書
等
を
保
管
し
て

い
る
」
実
態
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す

築
40
年
超
は
25
署

建
替
予
定
等
は
７
署

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
年
次

順
に
整
理
し
た
も
の
が
左
表

で
す
。
25
署
が
築
40
年
超
、

う
ち
建
替
予
定
・
検
討
中
は

わ
ず
か
７
署
に
過
ぎ
な
い
こ

と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

19
日
、「
耐
震
診
断
結
果

の
公
表
リ
ス
ト
」
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
が
、
東
京
局
で
は

全
署
の
建
築
年
次
、
構
造
・

階
段
、
延
床
面
積
及
び
備
考

を
記
載
し
た
リ
ス
ト
を
提
示

ただ働きがまん延 振替休日「20週間」

身分保障や労働法理に反する「二重処分」

なな
んん
とと
書書
庫庫
はは
５５
ヵヵ
所所
にに
分分
散散

庁
舎
・
書
庫
の
改
善
要
求
は
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
常
に
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

確
申
期
に
は
、
た
だ
で
さ
え
狭
隘
な
庁
舎
に
大
量
の
非
常
勤
職
員
と
派
遣
社
員
が
加

わ
り
、
人
と
Ｐ
Ｃ
端
末
や
膨
大
な
書
類
が
密
集
し
た
事
務
室
と
化
し
て
い
ま
す
。

前
長
官
は
老
朽
化
は
「
予
想
外
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
、
現
場

は
狭
隘
さ
に
泣
か
さ
れ
放
し
で
す
。
い
ま
全
国
税
は
、
庁
舎
改
善
の
た
め
の
実
態
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
現
場
か
ら
届
い
た
そ
の
第
１
報
を
紹
介
し
ま
す
。

狭い庁舎と書庫に
泣かされています

「
国
の
責
任
に
よ
る
公
的
年
金
制
度
の
確

立
と
社
保
庁
職
員
の
雇
用
継
続
に
全
力
を

挙
げ
る
」
と
発
言
す
る
杉
浦
代
議
員
。

簿
書
出
し
入
れ
に
１
時
間
も
費
や
す

書庫に積まれたコンテナの写真を示し長官を追及

２
年
で
復
権
あ
り
で
す
か

こ
ん
な
人
事
は
失
敗

船
場
の
国
税
局
　
殿

新
人
事
評
価
制
度
―
自

己
Ｐ
Ｒ
の
う
ま
い
奴
が

出
世
す
る
？




